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一、はじめに
 ―
 問題の所在
　
一五～一七世紀の東南アジアでは、香辛料や森林生産物
さらに米などを求 た周辺世界の商人の来航が増え、交易が活性化した。東南アジア諸地域に商業活動を権力基盤とする王国が台頭し 支配者たちは交易から富と思想・技術革新を引き出 、権力の強化 努めた［
Reid 1993:202-
266 ］ ［弘末
  一九九九：一〇二―一一七］ 。カンボジアも例
外ではなかった。同地では一六世紀後半には華人、マレー
人、日本人、ポルトガル人らが拠点を構えて交易を行った。一六三六年にはオランダ人が来航し、翌三七年には商館を開設した。カンボジア王はこれらの勢力と交易を進展させた。とりわけ、一六四二年に即位したラーマーディパティ一世（在位一六四二～五八）は、当時カンボジアで最大の交易勢力であったマレー人やムスリム華人との関係強化を図って、イスラームに改宗した［
Casteleyn 1669:25 ］ ［遠
藤
  二〇一〇：三七―三九］ 。
　
このような状況を背景とし、当時の東南アジア海域世界
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で重要な勢力として現れたのが、オランダ東インド会社（Vereenighde O
ost Indische Com
pagnie 、以下
V
O
C
と
略称） あった。もっとも、当時中国は明から清への王朝交代という混乱した状況にあり、中国本土に
V
O
C
が安定
した拠点を築いて交易を行うことは難しかった。こうした状況下で注目されたのが、日本 の交易であった。
V
O
C
は一六二五年、台湾南部にゼーランディア
城（１）
を築いて根拠
地とし、中国と日本及び東南アジア海域世界を結び付けようとした。さらに一六三五年五月、日本船の海外渡航禁止令が発布されて朱印船の活動が停止すると、
V
O
C
はカ
ンボジア、シャム トンキンに相次 で使節 派遣商館を開き、朱印船の地盤を引き継ぎつつ、対 交易における利益の拡大を図った［岩生
  二〇〇五：四五六―
四五七］ 。　
しかし、ポルトガル人と対立し、その追放をもくろんだ
オランダ人と、多様な来航者を取り込もう したカンボジア王との間で確執が生じ、一六四三年、王都でオランダ商館長・商館員虐殺事件が起こった。そ に対抗 て一六四四年カンボジアに遠征したオランダ艦隊との戦争が勃発し、カンボジアは
V
O
C
と公式な関係を断絶すること
になった。
もっとも、当時東南アジア海域世界で一大交易勢力と
なりつつあった
V
O
C
は、王権強化をもくろむラーマー
ディパティ一世にとって無視できない存在だった。またV
O
C
にとっても、食料の米及び当時最大の利益を挙げて
いた日本との交易に必要な鹿皮、漆などの森林生産物の入手先として、カンボジアは重要な位置を占めていた。
さらに、一六五〇年代に入ると、それまで対日交易の
中継地及び現地の産物 供給地として、
V
O
C
にとって重
要な地位を占めていた台湾での貿易が、中国人との競争に敗れ、急速に衰えていった［永積
  一九九九：三五七］ 。そ
れに加えて、台湾対岸の福建に拠点を有し反清活動を展開する鄭成功（国姓爺）との対立が次第に激化し、同地における
V
O
C
の地位は脅かされた。
これらの事情から、カンボジアと
V
O
C
双方にとって交
易関係を再構築する必要が生じた。両者の間で一六四五年から接触が開始され、一六五六年～五七年にかけてのバタヴィアとカンボジアでの交渉の結果、通商平和条約（以下「第一次条
約（２）
」と呼ぶ）が結ばれるに至った。
　
第一次条約の締結が以後
V
O
C
とカンボジアの交易活
動にいかなる影響を与えたのかは カンボジア王権 展開を考える上で重要な問題であ 。一七世紀 カンボジアV
O
C
の関係に関しては、デイク［
D
ijk 1862 ］ 、
  ウィンケ
ル［
W
inkel 1882 ］  、ブッフ［
Buch 1937 ］ 、マック・プ
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アン［
M
ak Phœ
un 1995 ］  、リード［
Reid 1999 ］  、クラ
ーン［
K
raan 2009 ］  らの研究があり、クラーン以外はい
ずれも第一次条約について言及をしてい
る（３）
。
　
このうちデイクとブッフは、
V
O
C
本社重役会（以下重
役会）の意向を重視する。デイクは、バタヴィア総督府は一六四四年の戦争で受けた損害の賠償と、それによって生じた捕虜、及びカンボジアが接収した物資の返還をカンボジア側が認めない限り、和平交渉に応じない する姿勢をとってい が、 交易再開を望む重役会の意向に抗しき ず、結局和平交渉に応じざるを得なかったことを指摘する。損害に対する賠償と物資の返還は実現しなかったものの、総督府は、国王が日本向けの輸出に関する制限をやむを得ない、彼がそれをするこ を妨げられないからこれで良 として、第四条（後述）の承認を大いに喜んだ、他方重役会は和平通商が回復されたことを成功とみなし、後は国王が条約を遵守すれば会社に 大きな利益 なると評価したと述べる［
D
ijk 1862: 336-342 ］ 。
　
またブッフも、第一次条約締結交渉は重役会の意向に
よって開始されたとし バタヴィアでの交渉の後 カンボジアでも
V
O
C
と国王の間で交渉が持たれ、いくつかの
点について変更された後、国王によって批准された する。
V
O
C
の使節団長であるインデイクは、有利な状況を
背景に条約締結を成功に導き、その結果
V
O
C
は、毎年鹿
皮一〇万枚をはじめとするさまざまな商品を購入でき、日本交易で莫大な利益を上げることが可能になったとする［Buch 1937:226-227 ］ 。
　
一方、ウィンケルとマック・プアンは、重役会の動向
に言及しないが、同条約の締結を
V
O
C
側の外交的勝利と
みなす［
W
inkel 1882: 335-336 ］ 。マック・プアンは対日
本交易の独占をカンボジア側 認めさせたことで、
V
O
C
は条約締結を成功と受け止めたとする［
M
ak Phœ
un 
1995:279 ］ 。しかし両者ともバタヴィアでの交渉の後、カ
ンボジアでさら る交渉が行われたことについては言及していない。
　
　
またリードは、同条約はカンボジア国王が
V
O
C
に結ば
された「屈辱的（
hum
iliating ）な」条約であり、条約締
結がカンボジア国内における反国王派の勢力拡大につ がったとして、カンボジア側の意義 考察する。それにより一六五八年のベトナム（広南阮氏）の介入が容易となり、それ以降カンボジアでは、ムスリムやヨーロッパ人よりもシャムとベトナム 影響力が増大していったと指摘する［Reid 1999:36 ］ 。
　
上記五者の考察は、力点の置き方に違いがあるものの、
いずれも第一次条約の締 及びその後におい 主導権 握
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っていたのは
V
O
C
であるとする点が共通している。しか
し後に述べるように、条約締結のためにカンボジア側の使節がバタヴィアに出向き、 カンボジア本国でも交渉を行い、カンボジア王は条文に対して多くの意見を出した。一連の交渉にカンボジア王が積極的に関与していたことが明らかとなる。第一次条約の締結がカンボジア側にとってどのような意義を有したのか、ま 、締結 当たっ のカンボジア王権
V
O
C
双方の思惑の相違と、それが締結後の交易
活動にどのような影響を与えたのか ついて丁寧に考察する必要がある。　
以上の問題点を踏まえ、第一次条約の内容を改めて検討
するとともに、同条約締結後の
V
O
C
とカンボジアとの関
係を考察する。これをとおして、同条約の締結交渉 必ずしも
V
O
C
主導で行われてはおらず、カンボジア王の要求
を
V
O
C
はかなりの程度認めざるを得なかったこと、及び
この条約が
V
O
C
側の意図を越え、カンボジア側に有利に
働くことになったことを明らか したい。　
史料として、 『バタヴィア城日誌（
D
agh-register, 
gehouden int Casteel Batavia 、以下
D
R
B
と略す） 』 、 『外
交文書集（
Corpus D
iplom
aticum
、以下
C
D
） 』 、 『一般書
簡集（
G
enerale M
issiven
、以下
G
M
） 』 、 『ゼーランディ
ア城日誌（
D
e D
agregisters van het K
asteel Zeelandia 、
以下
D
R
Z
）を中心とした、オランダ東インド会社の史料
を使用す
る（４）
。第一次条約が締結された前後の状況及び同条
約の条文の内容を検討し、その締結がカンボジアと
V
O
C
との関係及び両者の交易活動にいかなる影響を与えたかについて考察する。二、
　
カンボジアと
V
O
C
との関係再構築への動き：
　　
一六四四～五六年
　
一六四三年一一月、かねてから国王と対立していたオラ
ンダ商館長レーヘモルテスが、王宮に参 する途中、国王の衛兵に襲撃されて殺害された［
Casteleyn 1669:26 ］
［
K
raan 2009:29-30 ］ 。これに衝撃を受けたバタヴィア
の
V
O
C
総督府は、翌一六四四年六月、カンボジアに威
嚇と詰問のため艦隊を派遣した。しかしこの艦隊は、同月一二日～一三日にかけて起きたプノンペン前面での戦いで、司令官ヘンリック・ハロウズを筆頭に、遠征軍の全兵力三四八名のうち、約五分の一に当 る六二名 戦死し、一四五名が負傷するという大敗を喫し 撤退 た［D
om
ckens 1644:350 ］ ［
K
raan 2009:54-58 ］ 。この敗北
に対し、時の
V
O
C
総督ファン・ディーメンはシャム（ア
ユタヤ） と同盟して再度カンボジアを攻撃しようとしたが、
（５）
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一六四五年に彼が死去したことにより、計画は中止された［K
raan 2009:63-67 ］ 。
　
この結果、カンボジアのオランダ商館は一六五六年まで
閉鎖されることとなった［岩生
  一九六六：一二四］ ［北川
 
一九九九：二四八］ 。しかしながら、カンボジアと
V
O
C
との関係は、完全に断絶することはなかった。カンボジアはインド綿布を入手するために、
V
O
C
は米や貴重な交易
品となる森林生産物を入手するため 、互いに相手を必要としていたからである。　
一六四五年四月、カンボジア国王は商館長、商館員虐殺
を含めたオランダ人への敵対行為について謝罪するため、華人船をバタヴィアに派遣した。これ 対し、バタヴィア総督府はマレー人イ チェ・アッサ
ム（６）
にカンボジアへの
航行を許可し、国王への返書を託した［
G
M
 vol.2:269 ］ 。
一六四六年五月にも使節二名にオランダ人二名を同行させて再度謝罪し、総督が を派遣してくれるならば、一六四四年の戦闘で捕虜となったオラ ダ人三五 送還すると表明した。一六四七年四月にも使節を派遣して講和を求め、その条件として略奪した物品 半分 返還す 意志を示した［
M
acLoad 1927:317 ］ 。
　
こうしたカンボジア側の動きに対し、
V
O
C
（バタヴィ
ア総督府、以下総督府）も次第に交渉 行う方向へと傾い
ていった。 『一般書簡集』に収録された一連の書簡からは、総督府がカンボジア王に対して不信感を表明しつつも、王が会社の資産を返却し、総督府と協定を結ぶことを期待していることが明らかである［
G
M
 vol.2:315 ;352 ］ 。
　
一方、このような状況下で一六四八年四月、カンボジ
アの快速帆船（ティンガ
ン（７）
）二隻が、ジャワ中部の港市
チルボンを経由してバタヴィアに寄港した［
D
RB 1647-
48:57 ］ 。また、同年六月には、バタヴィアからマレー人船
主のジャンク船三隻と小型高速帆船（フレガッ
ト（８）
）一隻
が、安息香を入手するため、奴隷と布 インド綿布）を積んでカンボ アに向けて出航 おり［
D
RB 1647-48:93 
;125 ］ 、カンボジアと
V
O
C
との関係に関わりなく、カン
ボジアとジャワとは相互に交流を持っ いた。　
また、 『ゼーランディア城日誌』によると、一六五〇
年七月、華人商人サコが台湾に来航し、カンボジアの大官ラ・アクネー・ラカウポワとラクーラな 人物の書簡をもたらし、カンボジアは華人商人の情報によりオランダ人が彼らと和平を結びたがっていることを承知しており、国王 和平に傾きつつあるとの情報を伝えた［
D
RZ 
1648-1655:142-143 ］ 。一六五一年六月には、マレー人有
力者インチェ・アッサムに時の総督レイニールスゾー が、一六五二年一一月には台湾長官フェルブールフが華人商人
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サコに、それぞれ台湾への渡航許可証を発布し、カンボジア・台湾間におけるカンボジア船の直接航海を承認した ［村上
  一九五八：二一七］
  。
　
一方、一六五一年一二月にはトンキン（現在の紅河デル
タ地域）に派遣されていた弁務官、ウィレム・フルストテーヘンがマニラ在住の市民バスティアーン・ブラウウェルとカンボジアに赴き、国王に書簡を送り、会社と和平協定を結ぶ気があるなら、使節を次の北のモンス のときにバタヴィアに送るように伝達した［
G
M
 vol.2:532 ］ 。
重役会の意向に後押しされたこともあってか、総督府は一六五〇年頃からカンボジアとの和平協定締結に積極的な姿勢を示すようになった。　
一六五二年五月、国王の側近オヤ・カラホムの使節とし
て、インチェ・アッサ
ム（９）
を含む四名がバタヴィアに来航し、
総督と評議員会宛の書簡をもたらした。しかし 彼ら は和平協定を結ぶ権限が与えられておらず、 商取引をした後、七月にカンボジアへ向けて出発した。この際総督府は 自分たちはカンボジアとの和解を望んでいる め 国王が然るべき権限を持った使節をバタヴィアへ派遣し、両者間の紛争を処理することが賢明であるとこれ の使節に伝えた［G
M
 vol.2:616-617 ］ 。
　
一六五三年三月一六日、カンボジア国王の使節がバンテ
ン経由でバタヴィアに到着し、米、安息香、日本銅などをもたらし、総督及びインド評議会宛書
簡
）（1
（
を引き渡し、両
者間で関係再開に向けての話し合いが開始された［
D
RB 
1653:26-27 ］ 。約四ヵ月後、七月五日に使節は東インド総
督及びインド評議会発書簡を携えてカンボジアへ帰国した［D
RB 1653:94 ］ 。もっとも、この使節は交渉を行う代表
者という立場にはなく、カンボジア国王は総督府に対し、交渉する権限を有する使節を へ送るよう求めた。これに応えて総督府は、八月に自由市民バスティアーン・バイロンをカンボジアへ派遣した［
D
RB 1653:115 ］
［
G
M
 vol.2:697 ］ 。
　
その一方で、インチェ・アッサム率いるジャンク船二隻
が、バンテン経由で同年三月バタヴィアに来航し、米、安息香、漆などをもたらし［
D
RB 1653:32-33 ］ 、六月に、イ
ンド綿布 綿糸などを積んでカンボジアへ帰国した［
D
RB 
1653:91 ］ 。さらに八月には、バタヴィア在住のパドゥカ・
ラジャがジャンク船を一隻、また 地のマレー人数人がジャンク船二隻をカンボジアへ派遣した
D
RB 1653:118 ］ 。
　
一方、ヨーロッパにおける第 次英蘭戦争（一六五二～
五四）の影響が東南アジアにも及び、一六五三 六 三日付カンボジア国王宛書簡において、
V
O
C
は国王がイギリ
ス人を迎え入れる限り、カンボジアで活動を再開すること
－  15  －
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は不可能であると通告した［
Buch 1937: 224-225 ］ 。この
ため、正式な通商条約締結は先延ばしされ、一六五六年から五七年にかけての両者の交渉妥結を待たなければならなかった。　
こうして非公式ながら交易を再開した両者の間で、カン
ボジア らジャワへ送られる産品 して特に米と安息香が、ジャワ カンボジアへもたらされる産品としてインド綿布が重要であったことが、 『バタヴィア城日誌』から明らかとなる［
D
RB 1648:85;93 ］ ［
D
RB 1653:26;32-
33;91 ］ 。
　
米は、食料として欠かせなかった。ジャワも米の産地で
あったが、一六四〇年代になるまで、
V
O
C
はジャワ内陸
農村地帯を掌握していたマタラム王国と険悪な関係にあった。一六四六年
V
O
C
はマタラム王アマンクラット一世
と条約を締結し、マタラムとの友好関係を構築し、米の安定的な獲得を目指した。 かしア ンクラット一世王権強化を目指して、交易独占をもくろんだため、
V
O
C
はその後も希望通りに米を入手できな った。このため、V
O
C
は米をジャワ以外の地からの輸入に頼らねばならず、
その一つとしてカンボジア 重視　
また安息香は、焚香料として大きな需要があった。鄭和
の遠征に随行した馬歓が著した『瀛涯勝覧』旧港国条には、
「西方の国の人や鎖俚
〔南イン
ド
）（（
（
〕
の人はこの香を好んでい
る」 ［小川
  一九九八：四四、 〔
　
〕内は引用者による補足］
とある。また、リンスホーテンも安息香が、アラビア、ペルシャ、中国、ポルトガルなどに輸出され、特にインドで大量に取引されると述べ
る
）（1
（
［リンスホーテン
  一九六八：
五〇〇―五〇一］ ［山田一九八二：一九七］ 。安息香の主要産地は、スマトラとタイ北部及びラオスであり［山田
 
一九八二：一七三― 七四］ 、ラオス産のものは最も良質とされていた［山田
  一九八二：一八六―一八
七
）（1
（
］ 。カンボ
ジアは、メコン川を介して オス産の安息香を入手可能であった。　
当時のラオスでは、交換財としてインド綿布が重要な位
置を占めていた。一六四二年にラオスを訪問したオランダ人ウィストホフによれば、アユタヤからムーア人（インド人ムスリム）及びシャム商人が陸路 通じて毎年四万枚に及ぶインド綿布をラオスに持ち込んでいた［
W
uysthoff 
1642:176 ］ ［
Lejosne 1993:78 ］ 。このような状況下で、安
息香をはじめ、対日交易の重要産品である鹿皮や漆などの森林生産物を入手するために、カンボジアも大量のインド綿布を必要とした。
－  16  －－  17  －
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三、第一次条約のバタヴィアにおける仮締結と　　
その後の交渉
　
カンボジアと
V
O
C
との正式な合意形成へ至る道は、し
かしながら平坦なものではなかった。 一六五六年七月八日、バタヴィアにて第一次条約が仮締結された。その内容は、以下のとおりである（ 〔
　
〕内は筆者による補足） 。
　
一方がカンボジア王シュリー・スルタン・イブラ
ヒムの使節であるオランカヤ、ララット・ドゥ・ラジャ及びオランカヤ、ルラ・パルワン、他方が総督ヨアン・マーツァイケル及びインド評議会の間で締結された平和条約一．第一に、今日より将来にわたって、 ンボジ
ア王とオランダの会社（
de N
ederlantsche 
Com
p
e）は、その臣下臣民相互に良好、誠実か
つ固い平和 友好を維持し、したがって前述した国王と会社との間では、陸海双方におい 、あらゆる敵対的行為を停止し、行わないものとする。
二．第二に、もし今後この和平を知らずに、いずれ
かの側の民・船舶・物荷が奪い取られたなら、その民・船舶・物荷は、戻されるであろう。す
なわち、
〔戻される分については奪われたものと〕
同等とみなされるものとし、それ以上
〔のもの〕
とはし い。
三．さらに、カンボジア王は会社に、以前カンボ
ジアで受けた損害に対する賠償金を総計で二五四九九レアル、す わち、会社の職員が同地で殺害された年である一六四四年に、会社に数名の商人たちが正当に支払うべき未払い 負債一二七九一レ ル、それに加えてフライト船オラニェンボームから奪われ、会社が品物の所有権を今なお主張している日本銀一〇箱とカンガン（綿布）八三〇反、一二七〇八レアル相当をともに支払うものとする。会社のさらなる請求項目は、カンボジアで国王自身と精算合意を得るために留保される。その達成 ため、前述の使節はできる限りの協力を行うこ を約束する。
四．さらに、これより向こう二五年の間、東インド
会社のみが、カンボジアにおいて日本にとって有用な商品の取引を実施す のとする。他の全ての商人たちは 彼らが誰であれ、どんな者であっても排除される。国王は、必要なあらゆ
－  17  －
史苑（第七四巻第一号）
る手段をもって会社にその権利を適用しなければならない。
五．今後、カンボジアにおいては、会社以外のヨー
ロッパ人に対し、それが誰であっても、いかなる例外もなく交易を行うことを許可しない。
六．また、これ以降カンボジアから、アンボイナ、
バンダ、テルナテ、その周辺に位置する島々及び会社に敵意を有する、または
〔会社と〕
戦争状
態にある場所に航海することはできない。ただし、カンボジア発の船が海上で会社の船と出会った場合、広南の船や会社の他の敵の船とは区別される。そのためにカンボジアに居住する主は皆、海上に出る前に会社に対し自由航行許可証を申請し、受け取らなければならない。もし彼らがそれを持っていない場合は、彼らが被るであろう損害や遅延に対す 賠償や支払いを主張することはできない。
七．マカッサルにおいては、会社の大敵たるポルト
ガル人によって大規模な交易が行われて ので、上記の使節はまた、王の近くにあって、この地域とカンボジアとの間の航海を禁止・封鎖するために取りうるあらゆる義務を果たすもの
とする。
八．会社はカンボジアに再び職員を駐在させ、誰か
らも妨害を受けることなく、取引を再開することができる。しかし国王は、いかなる悪人も彼らに面倒や不正 行わないよう、会社の駐在者を保護する義務を負う。
九．もし、カンボジアに居住する会社の職員が行方
をくらましたり、逃亡した場合には、国王は彼らを捜索し復職させ その際、宗教を口実にするにせよ その他のことを口実にするにせよ、いずれにしても
〔それを口実として〕
逃亡した者を庇護してはならない。
一〇．あってはならないことだが、駐在する会社職
員が現地で重大な犯罪を起こした場合、国王は現地の司法当局を通じて彼らを裁くことはできず、オランダの法律に従って罰せら るために、彼らを会社 商館長に引き渡さなければな ない。前述の商館長自身が、国王ないしカンボジア王国に対して重大な罪を犯 場合も 国王は罪を犯した者 身柄を、提出され 証拠や証言とともに、総督およびイ ド評議会付裁判所で裁かれるために、一番早いバタヴィア行 の
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船で送り出さなければならない。
　
本条約は、現在のカンボジア国王シュリー・スル
タン・イブラヒムと、現在の東インド総督ヨアン・マーツァイケル閣下 インド評議会委員、さらには、双方の後継者及び子孫によって未来永劫維持され、履行されることになろう。
一六五六年七月八日
　
バタヴィア城にて
署名：ヨアン・マーツァイケル
　
カレル・ハル
トシンク
　
ヨアン・クナウスニコラス・
フェルブルフ
　
ディルク・ヤンスン
　
ガ
ブリエル・ハルパルト（書記）
並びに
大使
　
オランカヤ・ラジャ・インドラ・
ムッダ
　
オランカヤ・ルラット・ドゥ・
ラジャ
　
オランカヤ・ルラ・パルワン
ともに署名を承認した
［
CD
 1931:93-96 ］
　
一六四四年の戦争で勝利したにもかかわらず、カンボジ
アが
V
O
C
に賠償金を支払うことに同意していること（第
三条） 、
V
O
C
の独占交易を認めていること（第四・五条） 、
オランダ商館員に対する「治外法権」が認められていること （第一〇条） など、
V
O
C
に圧倒的に有利な内容に見える。
一連の先行研究が同条約を
V
O
C
の外交的勝利であると捉
え、 リードがカンボジアにとって屈辱的な条約としたのも、一見すると妥当であるように思われる。　
しかしながら、この時点で同条約は正式な条約として発
効していなかった。同条約が効力を有するためには、この後さらにカンボジア本国で交渉を継続し、カンボジア国王の承認を得る必要があったこと デイクやブッフによって指摘されている［
D
ijk 1862:336-342 ］  ［
Buch 1937:226-
227 ］ 。そのことは、条文第三条でカンボジア側の使節が条
文の内容を達成するために、
V
O
C
に協力することが記さ
れていることからも明らかである。　
本条約については、この後のカンボジアにおける交渉も
考慮しなければならない。そこで、カンボジアにおけ 交渉状況を、 『バタヴィア城日誌』 ら てみることにす 。それによると、
V
O
C
の使節としてヘンドリック・インデ
イクがカンボジアに派遣され、九月一一日にカンボジア王に謁見し、バタヴィアにて仮締結された条約を提示しが、 カンボジア国王はこの時点での条約の承認を拒否した。そして一〇月一五日、国王がインデイクに、条約に関するカンボジア側の回答を伝達した。そ は以下の通りある。
①
　
第一条、第二条、第六条、第八条、第九条、第
－  19  －
史苑（第七四巻第一号）
一〇条については承認する。
②
　
第三条については、オラニェンボームから接収した日本銀一万レアルとカンガン布八三〇反の返還のみを認め、商人たちの残した借金については、その回収に協力するこ を約束する。
③
　
日本向け商品 取引（第四条）については、向こう二五年間の
V
O
C
による排他的独占交易の
実施を認める。ただし、国王が行う日本向け交易については除外される。
④
　
第五条に 、国王は敵対していな 国の者が彼の国へ来ることを禁じることはできないが、彼らを招き入れること しない。
⑤
　
第七条については、マカッサルから我が王 へポルトガル人 来航することを拒むこと できない。しかし、我が臣民がマカッサルへ航海しないようにすることについては受け入れる。［D
RB 1656-1657:36-37 ］
　
②で、一六四四年当時、カンボジアの商人たちが
V
O
C
に対して負っていた負債一万二七九一レアルの支払いは認められず、③では国王が実施する日本向け交易に
V
O
C
が
干渉することができな ことが求められている。また⑤では、オランダ人以外の外 人の排除について、事実上拒絶
している。⑦のマカッサル・カンボジア間の航海禁止についても、マカッサルからカンボジアへのポルトガル人の来航禁止を拒否している。いずれも、七月の交渉で認められていた点にカンボジア王が条件を加えたり、あるいは変更を求めていることがわかる。独占交易を進めようとしたV
O
C
としては不満の残る回答であったといえる。
　
国王の回答に対し、インデイクは七月に合意した条文か
ら大きく逸脱したものと 不満の意を表明した。インデイクは副王ナック・チャウタに対 、事態を改善すべく考えられるあらゆる理由を述べ立てたが、カンボジア滞在の時間がなくなってしまい、それ以上の交渉を行うことはできなかった［
D
RB 1656-1657:37 ］ 。
　
その後、一六五七年一月三日、カンボジアからマレー人
ナコダ（船主）ラナンがバタヴィアに来航した際、オラダ商館長インデイクの一六五六年一一月一二日付ア発書簡と、カンボジア国王 出した
V
O
C
による鹿皮・
日本向け産品独占交易許可証の写し及び訳文をも らした［D
RB 1656-1657:63 ］ 。さらに三月一〇日、カンボジア国
王発東インド総督宛書簡がヤハト船ドロンメダリス号によってもたらされた。その内容は以下のとおりであ 。
一六五七年三月一〇日バタヴィア着
　
カンボジア国
王発東インド総督宛書簡（ 〔
　
〕内は筆者による補足）
（
14）
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この書簡はカンボジア国王の誠実な心により出さ
れたものであります。　
高貴なる総督閣下の書簡を、私
〔カンボジア国王〕
は受け取り、その内容を非常によく理解いたし、平和になったことをわが臣民すべてに周知させま た。それによって今後は、オランダ人はわが臣民に対しあらゆる援助を行う義務があり、同様に我々もオランダ人に対しあらゆる機会に同じことを行うことが義務付け れます。そして、 しこの条約が結ばれたあとに、陸域であれ海域であれ がわが臣民に、あるいはカンボジアからオランダ人に対して損害がもたらされた場合には、 かる損害は、それをもたらした者の側 よって補償されなければなりません。　
当地に産し、日本で売られるあらゆる商品を、会
社は締結された条約にしたがって独占的 購入すことが許されます。しかし、私が 我が船を当地より日本に派遣しようと考え 場合 会社は鹿皮の半分のみを入手できるだけで、彼ら 丸ごと入手すことは起こりません。日本向け商品を除いたほかのすべての品物のうち、半分のみを会社は買い入れことができます。残ったものは、ここにやってくる
様々な商人たちのために残されます。　
総督閣下のご要望により、全てのキリスト教徒（特
にオランダ人の不倶戴天 敵であるポルトガル人）のなかでオランダ人のみが、我が王国にて自由に交易することができるものとします。しかしながら、他のキリスト教徒たちは私に対して何らの罪も犯しておらず、また罪を犯したという根拠も全く認められないので、
〔この問題については〕
さらに厳格な注意
が払われる必要があることを要請いた　
アンボイナ、バンダ、テルナテ及びそ 周辺に位
置する島々へは、私は条約にのっとり、船を同地へ向けて出航・派遣す ことはい しません。したがってまた、彼の地にて
〔私どもの船が会社の船と〕
遭
遇した場合、敵または侵入者として
〔会社の船は私ど
もの船を〕
拿捕して構いません。
　
しかし、この地
〔カンボジア〕
に属し、オランダ商
館長が発給したパスを保有している他の船につ ては、海上にて自由な取引を行うことができるものとします。　
向こう二六年
間
）（1
（
、日本向けの商品はオランダ人の
みによって購入することができるとする協定が結ばれ、また平和が実現したことは私にとっ とても喜
－  21  －
史苑（第七四巻第一号） ばしいことです。　
総督閣下が、私
〔の書簡に〕
ご満足いただけたであ
ろうことを信じております。
［
D
RB 1657:118-119 ］
　
前年一〇月に、国王がインデイクに提示した回答と内容
的にはほとんど変っていない。 この後、 『バタヴィア城日誌』には第一次条約の交渉にかかわる記述は登場しない。したがって、本書簡によってカンボジア国王が本条約を上記の内容にて承認し、バタヴィア総督府もそれを受け入れたのである。次章で述べるように、
V
O
C
には不満な箇所があ
るものの、条約締結を急がねばならない理由があった。四、第一次条約の内容とその意義　
第一次条約の条文のうち重要なのは、交易に関する諸問
題について定めた第四条から第七条であろう。前述したとおり、これらの条文はすべて国王との交渉を通じてカンボジア側に有利なように改定され、
V
O
C
が理想とする形で
の独占交易を確立するに至らなかった　
特に第四条で、
V
O
C
による向こう二五年間の対日交易
独占が認められつつも、国王が日本向け 船を出す場合に会社の交易活動が制限されたことから、カンボジア王の商
業活動が会社の独占交易に優先されると、
V
O
C
が認めざ
るを得なかったことがわかる。また、第五条で
V
O
C
以外
のヨーロッパ人がカンボジアで交易することを許可しないとしながらも、彼らのカンボジアへの来航を禁止しないことが認められたことで、 におけるオランダ人以外のヨーロッパ人商人たち 活動は実質的に保証されたことになる。　
したがって、
V
O
C
にとって最大の成果であったとされ
る第四条をはじめとする、第一次条約の交易に関する諸条項は、交渉の段階で大きく修正され 。実際、第一次条約締結後のカンボジアにおける
V
O
C
の交易活動を見ると、
後述するように、その独占交易は全く機能していなかったことが明らかとなる。　
また、 「治外法権」を認めたとされる第一〇条は、
V
O
C
側が条文に挿入することを強く要求したもので、 れも現地勢力に対する
V
O
C
の優越を示すものとされる。しかし
同条について、カンボジアにおける条約締結交渉 過程で国王は特に異議申し立てをせず 承認してい　
ここで想起されるのが 一六四三年のオランダ商館長・
商館員虐殺事件である。 の事件の背景として、オランダ人とポルトガル人との抗争があり、それ 関す 裁判 国王自らが直接関与した。その裁定 オランダ商館側が不満
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を持ったことで両者の対立が高まり、その結果上記の事件が起こった。これが翌年の
V
O
C
艦隊のカンボジア派遣と
戦争、さらにはカンボジア・
V
O
C
間の公的関係の断絶へ
とつな った。それは、交易に王権の基盤を置くラーマーディパティ一世にとって大きな痛手であった。かかる事態を二度 起こさないための安全装置として、第一〇条をカンボジア側も必要と判断し と考えられる。　
また、 当時カンボジアに滞在したイギリス人の報告には、
当地に貿易に来る諸国民は彼らのシャーバンダ
ル
）（1
（
を
有する。シャーバンダルはあらゆる普通の事件について裁判官の役を務める。 ［
A relation of the situation 
and trade of Cam
boja:also, of Syam
, Tonkin, China, 
and the Em
pire of Japan
: 341 ］
とあり、当時外国人居留地 管理するシャーバンダルが裁判にも関与していたことが分かる。カンボジアに居住する外国人 して オランダ に対しても同様の措置が取 れたと考えれば、第一〇条は、オラ ダ人に特権が与えられたことを示すのではなく、現地の慣習に従って挿入されたものと解釈できよう。いずれにしても、同条 近代的な意味での「治外法権」 見るのは妥当ではない。　
最終的に決定した条約の内容は必ずしも満足できるもの
ではなかったが、
V
O
C
には同条約の締結・批准に至らね
ばならない理由があった。
V
O
C
にとって、鹿皮、漆など
の日本向けの交易品を安定的に入手するために、カンボジアとの関係改善は急務で 日本向け産品の入手先としては、他に広南（現在のフエからホイアンにかけての地域を支配。オランダ史料ではクアンナム、またはコーチシナの名で呼ばれる）とシャムがあっ
た
）（1
（
が、この両者と
V
O
C
とはいずれも緊張関係にあった。
　
まず、当時
V
O
C
と広南の支配者阮氏とは対立関係にあ
った。
V
O
C
は日本向け生糸を入手するため、広南と対立
関係にあったトンキンに商館を設置し、その支配者である鄭氏に軍事面でも積極的な支援を行っていた。これに対し阮氏は、マカオとの交易とトンキンへの対抗と う二つの理由から、オランダ人のライバルであるポルトガル人と結んでい
た
）（1
（
。それでも
V
O
C
は、より多量の生糸や森林生産
物を入手するため 阮氏と交渉を行い、一六五一年一二月に「検閲されることのない自由な 及び他の商人が支払わなければならない輸出入関税の支払い免除」を
V
O
C
に
認める条約の締結にこぎつけた［
Li Tana 1998:74 ］ 。し
かし、阮氏はこの条約をまったく遵守せず、結局一六五四年に
V
O
C
は商館の閉鎖
･
撤退を余儀なくされた。
　
一方、シャムとの関係も良好とは言い難かった。
一六五六年八月
V
O
C
との友好関係を維持する政策を採
－  23  －
史苑（第七四巻第一号）
っていたプラーサートトーン王（在位一六二九～五六）が死去した。するとその後わずか二ヵ月の間に、二名の王が即位しては殺害されるという混乱が続いた。このようなシャムの混乱は、
V
O
C
の交易活動にとって大きな障害とな
った。国王及びその信任す 大臣が交代することで、それまで認められていた交易に関す
V
O
C
の特権が全て無効
とされたからである［
Bhaw
an 2007:114-115 ］ 。
　
そして、この王位争いに最終的に勝利し、即位したのが
ナライ王（在位一六五六～八八）であ 。王 即位後、シャムと
V
O
C
の関係は一時好転した。シャムは対日貿易で
重要な鹿皮や蘇木、鮫皮をはじめ、安息香や沈香、象牙などの森林生産物を輸出した。しかし、プラーサートトーン王のもとで強化され、ナライ王が引き継いだ王室独占交易政策は、
V
O
C
のもくろみと対立し始め
た
）（1
（
。
　
さらに、一六三〇年代後半から四〇年頃にかけて大きな
利益を上げたオランダの台湾貿易も 重要な日本向け産品だった鹿皮と砂糖 貿易をはじめ して、中国人との競争に敗れ、一六五〇年には急速に衰退してい ［永積
 
一九九九：三五三―三五七］ 。　
このような状況下で、
V
O
C
がその最大の利益を上げて
いた対日本交易に必要な森林生産物を安定的に獲得し 交易の利を確保するために その生産地であるラオス 密接
なつながりを有し、自らもそれらを産したカンボジアとの関係を再構築することが重要だったのであ
る
）11
（
。また、前述
したように米を安定的に獲得するためにも、それは必要であった。　
また、カンボジア側も、
V
O
C
との関係再構築を急ぐ必
要があった。一六五六年のオランダ商館の報告によると、カンボジアにおいて鹿皮をはじめとする商品の価格が高騰し、シャムの方が同じ商品をより安価に入手できた。華人やポルトガル人はカンボジアでの取引 避け 華人はラオスと交易ネットワークを有したチャンパーやコーチシナ（広南）で森林生産物を入手していたという［
Indijck etc. 
1656:358-359 ］ 。鹿皮・漆などの日本向け産品の少なから
ぬ量がラオス産であっ
た
）1（
（
。価格の高騰は、カンボジア王の
価格操作だけでなく、交換財となるインド綿布が不足したためと考えられる。ラーマーディパティ一世にとって、カンボジアにラオス産森林生産物をより多く集荷させるために、多量のインド綿布を持ち込みうる
V
O
C
との交易再開
は急務であった。五、第一次条約締結後の
V
O
C
・カンボジア間交易関係
　
第一次条約の締結後、
V
O
C
は条約が履行され、独占交
易がいくらかでも実現するこ を期待した しかし、事態
－  24  －－  25  －
カンボジア・オランダ東インド会社間通商平和条約締結（一六五六～五七年） （遠藤）
は
V
O
C
の思惑通りにならなかった。
　
一六五七年九月の商館長インデイクらの報告によると、
しかし、ラオス人との交易はまったく行わない。というのも、国王がラオス人に対し、その産品を全てインチェ・アッサムに引き渡すよう強制しているためである。同人は によって、称号と権威を非常に強化しており、現在最も重要な代理人と て奉仕している。このため、誰もが心ならずも彼と くやっていかなければならない。
［
Indijck ende K
ettingh 1657:363 ］
とあり、ラオスから持ち込まれる鹿皮、漆、安息香などの産品が、カンボジア国王の信任を得ていたインチェ・アッサムに完全に掌握され、彼の権威がそれによって非常に強化されていることがわかる。　
また、別の報告でインデイクは、銀の不足により鹿皮の
集荷に支障が出ていることを指摘する［
R
apport gedaen 
door Sr.H
endorik Indeijck  1657:362 ］一方で、
V
O
C
に
平和かつ自由な交易が約束されたにもか わらず、実際にはラオスとの交易は国王が支配しており、国王はラオス人が持ってくる物全てを自分の交易のために使ってしまい、支払い 布と糸で行うことを強制している、その結果、オランダ商館が現金で購入できるも はわずかであり、布の
交易に損害が生じているとも指摘している ［
Indijck, H
., P. 
K
ettingh and A. Stouthart  1657:363 ］ 。
　
これらは、いずれもラオス交易に参入できない
V
O
C
の
不満を示すものである。しかし、第一次条約にはラオス交易に関して定めた条項が存在 ない。それ故、
V
O
C
がど
れほど 抱こうとも、カンボジアに対しラオス交易に関する条約違反を指摘することはでき
い
）11
（
。前述したよう
に、鹿皮・漆・蘇木などの日本向け産品の少なからぬ部分がラオス産で占められ いたから、ラオス交易に
V
O
C
が
参入できなくすることで、カンボジアは対日交易の独占を認めた第四条の効果を、大幅に削減 に成功したことになる。　
さらに第五条ではオランダ人以外のヨーロッパ人の交易
活動禁止が謳われているが、その厳格な適用について、カンボジア国王がそれを事実上拒否したことは、 でに見たとおりである。実際、当時のカンボジア はオラ ダ人以外にポルトガル人が定着し、またイギリス
人
）11
（
やデンマーク
人も来航して盛んに交易活動を行っていた［
Indijck ende 
K
ettingh:363-364 ］ 。
　
以上のように、第一次条約で保証された ずの
V
O
C
の
独占交易は、現実にはほとんど効力を発揮することはなかった。
V
O
C
はこの状況に対し、何ら有効な措置を取るこ
－  25  －
史苑（第七四巻第一号）
とができなかったのである。　おわりに　
一六五六～五七年にかけて、カンボジアと
V
O
C
の関係
正常化のために交渉・締結された第一次条約は、従来言われていたように
V
O
C
優位の下で結ばれたものではなかっ
た。その締結に至る交渉ではカンボジア王権も積極的に関与し、結果としてその内容はむしろカンボジアにとって有利なものとなった。
V
O
C
は不満を持ちながらも、カンボ
ジアとの条約締結を急がざるを得なかった。その理由は第一に、日本向け交易に必要な諸産品の入手先である広南・シャムとの関係が良好とは言い難かったこと、第二に、オランダの対日交易の中継地である台湾の貿易が衰退しつつあったことである。これらの事情から、
V
O
C
は対日交易
において重要な鹿皮・漆・蘇木 どの諸産品を安定的に獲得しうる場所として、カンボジアを重視せざるを得なかった。またそれは、米 輸入先の確保にもつながっ 。　
一方、
V
O
C
  との関係再構築は、交易を拡大して王権を
強化し いカンボジア国王にとっても必要なこ だった。この両者の利害の一致が、第一次条約締結 最大の理由であった。しかし条約 締結にもかかわらず、
V
O
C
にとっ
てその最大の成果であるはずの日本向け独占交易は、ほとんど機能しなかった。他方カンボジアにとっては、第一次条約によって
V
O
C
との関係が正常化したことで、インド
綿布が従来以上に獲得できるようになった。その結果、カンボジア王はインド、イスラーム圏向けの安息香や日本向けの鹿皮、漆な の交易を掌握することが可能となった。それは王権の強化 もつながった。　
本稿で
V
O
C
側からのみならず、カンボジアにとっての
第一次条約の意義を検討したことで、従来
V
O
C
優位の下
に結ばれていたとされる一連の条約 、現地勢力に っての意味を再検討することの必要性を提示 きたと考える。独占交易をもくろむ
V
O
C
による大量の産品買い付けが魅
力であった現地勢力にとって、独占の網 目をくぐり、その実効性 弛緩させる方策はいくつかあ たと思われる
）12
（
。これまで
V
O
C
の優位を示すものと考えられていた
諸条約の中に、現地勢力がしたたかに生き残りを図った実態を見出すことができれば、 五～一七世紀 東南アジアにおける
V
O
C
と現地勢力との関係を従来とは違った視点
から検討することが可能になろう。　
今後の課題として、本稿で明らかにできた事実がその後
のカンボジアにおいて起 った事件とどのよう 連関するのかを考察する必要がある。一六五八年、ラーマーディパ
－  26  －－  27  －
カンボジア・オランダ東インド会社間通商平和条約締結（一六五六～五七年） （遠藤）
ティ一世は反対派王族の反乱とそれに介入した隣国広南阮氏政権によって廃位される。この事件はこれまで反対派王族が王に対する仇討
ち
）11
（
と宮廷からのマレー人勢力の排除を
企て、さらに彼らの要請に応じて広南阮氏政権が介入したものとして語 れてきた［
M
ak Phœ
un 1995:290-301 ］ 。
事件の背景について、第一次条約の締結とそ 後の状況から再考する必要 ある。 「はじめに」で言及したリードの指摘とは逆に、カンボジア王権 大幅な強化とそ から排除された王族の不満及びカンボジアと
V
O
C
との関係改善
が広南阮氏政権に与えたインパクトから、この事件を捉えなおす必要性があろう。また この際 オランダ商館は焼き討ちを受け、カンボジアと
V
O
C
との交渉は再び断絶す
るが、一六六五年に再び条約（第二次条約）が締結され、両者の関係は一六六七年まで継続することになる。第二次条約がカンボジア、
V
O
C
双方にとってどのような意義を
有していた か、第 次条約の事例と 比較し つ検討る必要がある。これらについては、今後 課題とした
註（１）
  現在の台南市の外港安平に当たり、オランダ人がタイオ
ワンと呼び、中国史料では大員と記される港を指す［永積
 
一九九九：三二八］ 。その後、一六六二年に鄭成功の攻撃によって陥落するまで、中国南部におけるオランダの拠点として重要な役割を果たした
（２）
  筆者は二〇一〇年の拙稿でこの条約を「一六五六年条約」
と呼んだが、後述するように一六五六年の段階では同条約は正式に締結されておらず、カンボジアに場所を移しての継続的な交渉を必要とした。それ故 一六五六年に締結された条約 いうイメージを与え この名称は、同条約の名称として ふさわしくない。ま 、カンボジアと
V
O
C
の
間では、一六六五年にも通商平和条約（第二次条約と呼ぶことにする）が結ばれているため、これと区別する意味も本稿ではこの呼称を用いる。
（３）
  クラーンは一六四四年のカンボジアとオランダとの戦争
までを主要な対象 おり、その後の
V
O
C
とカンボジ
アの交渉について論じるところは少ない。
（４）この他、カンボジア側の史料として『カンボジア王朝年
代記』があるが、一九世紀以降の編纂物であ 上、年代記という史料 性格上、その内容は王の栄光、善行に関わる記述に偏っており、本稿で論じる交易面に関する記述はほとんどない。
（５）このときレーヘモルテスに同行していたオランダ商館員
も殺害された。
（６）このインチェ・アッサムは「この町の住人（
ingeseten 
－  27  －
史苑（第七四巻第一号）
deser stede ）」と記され、 「この町」はバタヴィアを指すから、
この人物はバタヴィアに居住していたことになる。この人物とカンボジアで大きな力を持っていたインチェ・アッサムが同一人物かどうかは不明である。ただし、 「インチェ」は然るべき家系のマレー人に一般的な称号であり、固有名詞ではないため、同名異人の可能性も十分に考えられる。
（７）ジャワ島西部を発祥の地とする商船で、 二本の舵を有する。（８）元来は一六～一七世紀のアジアでポルトガル人が用いた
戦闘用の大型ガレー船。後に三本マストを備え二〇～五〇門の大砲で武装した小型の高速帆船を指すように た。
（９）ここでインチェ・アッサムは、国王と契約を結ん 安息
香の交易において重きを しており、それ故にオランダとの和平を阻止しようとするだろう 指摘されている［
G
M
 
vol.2:617 ］ 。
（
10）ただし、 『一般書簡集』によれば、 書簡には国王の印もサインもなかったという［
G
M
 vol.2:696 ］ 。
（
11）
Soli の対音で、九世紀から一三世紀にかけて南インドで
繁栄したチョーラ王朝に由来する 小川
  一九九八：一四
] 。
山田憲太郎は、南インドのコロマンデル地方を指す する［山田
  一九八二：一九一］ 。コロマンデル地方は、当時
ド綿布生産の中心地だった。
（
12）山田によれば、インドでは宗教儀礼 必要な香料して使われていたのは、ほとんど安息 だっ ［山田
 
一九八二：一九一］
  。
（
13）なお、山田は単純に「タイ産」としているが、一七世紀当時は、北タイはビルマ 影響下にあ 一方東北タイは当時ラオスを支配し ラー ー 王国の勢力圏内
であった。したがって、 「タイ産」の安息香と言っても、それはアユタヤを中心としたシャム産のも ではなく、ラーンサーン王国、すなわちラオス産のものと考えるのが妥当である。
（
14）インデイクは一六五七年二月二〇日にカンボジアを出発［R
apport gedaen door Sr.H
endorik Indeijck  1657:362 ］ 、
三月一〇日にバタヴィアに到着し、カンボジア国王発東インド総督宛書簡を届けた［
D
RB 1656-1657:118 ］ 。
（
15）条約の条文では「二五年」と定められており 一年のズレがある。この理由は不明である。現状ではオランダとンボジアが用いている暦の相違による可能性を指摘するとどめる。
（
16）ペルシャ語のシャーバンダル（港の王）を起源とする。インド洋全域の港市で外国人商人と交渉する官吏の称号で、税関長としての役割をも果たした［
Yule and Burnell 
2000:816 ］ 。
（
17）この他にトンキ もあったが、この地の産品として重要だった は 森林生産物よりもむしろ絹、生糸であった［永積
  二〇〇一：一六四―一六九］ 。
（
18）一六世紀末から広南阮氏 ポルトガル人との交渉 始まっており、火器 輸入ばかりでなく、彼ら 技術顧問として雇用するなど、両者は密接な関係に った［八尾
 
二〇〇一：二五二］ 。
（
19）この結果、交易の利益をめぐって両者は衝突す
V
O
C
は一六六三年、艦隊を派遣してチャオプラヤー河を長期にわたって封鎖し、ナライ王に
V
O
C
の独占交易を認める条
約の調印を強要 た［石井
  二〇〇一：一八八］ ［
D
hiravat 
－  28  －－  29  －
カンボジア・オランダ東インド会社間通商平和条約締結（一六五六～五七年） （遠藤）
2003:297-301 ］ 。
（
20）一六三三年～四一年までアユタヤ商館に在勤したファン・フリートによれば、プラーサートトーン王時代のアユタヤにおいては、王室独占交易の徹底と外国人商人に対する待遇の悪さのため、ラオス人をはじめとするメコン川上流域に居住する人々 シャムを見捨ててカンボジアに赴き、同地で好待遇を受けていたという［ファン・フリート
 
一九八八：一二二］ 。
（
21）鹿皮は 一六～一七世紀におけるカンボジア 主力商品として知られていた ［グロ エ一九九七：三一四］ ［
Valentijn 
1724:38 ］ 。ただしウィストホフは、ラオスへ向かう途中で
鹿皮約五百枚を積んだラオス船と出会ったこと、及びバサック（現在のチャンパサック地方 が鹿皮の集散地となっており、カンボジア商人がその購入のため 同地に一〇ヵ月に渡って滞在することを伝え ［
W
uysthoff 1642:158 ］
［
Lejosne 1993:65 ］ 。ラオス産の鹿皮もカンボジアへ相当量
持ち込まれていたのである。
（
22）なお、一六六五年に締結された条約（第二次条約）でこの反省があったためか、ラオス交易に関する条項が追加されることとなる。
（
23）この時点でイギリス人はカンボジア商館を閉鎖しており、その跡をオランダ人が商館として利用した このため、ランダ人は商館の用地を安価で入手できたという［
Indijck, 
H
., P. K
ettingh and A. Stouthart 1657:359] 。ただし、
一六五八年 広南阮氏 カンボジア侵略の際、イギリスはオランダ人とともに広南阮氏軍の略奪を受けてカンボジアを退去したとの記録がある［
Journal and consultations 
of John E
dw
ards and C
ouncil at B
antam
, 13A
ugust 
1659:330 ］ 。このことから、イギリス人も小規模ながらも活
動を継続していたことが分かる。
（
24）例えばカンボジアは、一六五七年七月にバタヴィアに使節を派遣し、コロマンデル海岸への自由航行許可証の発行を求めている［
D
RB 1656-1657:217 ］ 。インド綿布の産地
であるコロマンデル海岸に クセスして、
その入手に王権
が直接関与することで、
V
O
C
の独占交易に楔を打ち込む狙
いがあったと考えられる。また、シャムがオランダに対抗して他のヨーロッパ勢力（フランス人）に接近を図ったことも、こうした方策の一環 して理解できよう。
（
25）反乱を起こした王子はいず も、 ーマーディパティ一世に殺害された摂政の息子だった される。
　
（立教大学アジア地域研究所）
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Peace and commercial treaty between Cambodia and the 
Dutch East India Company (1656-57) reconsidered: On 
the problems of monopolization of trade by Cambodian 
kingdom and the Dutch East India Company
ENDO, Masayuki
South East Asia from the 15th to the 17th century experienced 
its prosperity of trade due to growing traffic of merchants coming to 
seek for spices, forest products and rice etc. In the 17th century the 
kingdom of Cambodia, which was part of the region, did the same 
situation attracting various groups of interests. One of them was the 
Dutch East Indian company (VOC) which founded the mercantile 
establishment in the kingdom in 1637. A conflict stemming from issues 
concerning the Portugese happened between the king of Cambodia 
and VOC in 1644, resulting in breaking ties with each of the parties. 
In spite of the political problem, however, they wanted to resume their 
political relations quickly: Cambodia could not put aside effects of VOC 
because it had grown to be a key economic actor in South East Asia 
while VOC also needed the kingdom as supplier of goods because rice 
for their provisions on site and forest products including skin of deer 
and Japanese lacquer as exports for commerce with Japan occupied a 
significant proportion of trade items between them. That is the reason a 
peace and commercial treaty (called the first treaty here) was conducted 
to be designed to reconstruct their political balance in 1656.
Influential scholars have regarded the first treaty as conducted 
on the initiative of VOC and accordingly being of more advantage to 
monopolization of trade by the company. In the first three chapters, 
however, our reexamination of relevant primary sources shows us that 
the initiative of conducting process of the treaty was not given VOC so 
that a fairly good degree of the demands by the king of Cambodia was 
incorporated in some articles of the treaty. The incorporation created 
the chance to give advantagious effects to Cambodia in spite of its 
intention of VOC. On the premise of our reexamination the succeeding 
chapters treat with revaluation of the contents of the first treaty and its 
significance to Cambodia, differences of intention in the treaty between 
VOC and the kingdom and influence to commerce for both parties after 
the treaty.
